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名古屋大学
マテリアル先端リサーチインフラ
Advanced Research Infrastructure for Materials and Nanotechnology in Japan: ARIM

次世代バイオマテリアル領域 ハブ拠点

https://arim.mirai.nagoya-u.ac.jp



マテリアル先端リサーチインフラ事業学内説明会 2026/05/13 2

事業目的
文部科学書「ナノテクノロジープラットフォーム」事業において構築した最

先端の研究設備の全国的な共用体制を維持し，産学官の研究者に幅広い利用の
機会を提供するとともに，装置利用に伴い創出されるマテリアルデータを構造
化し，全国で利活用できる環境を整備することで，我が国のマテリアル革新力
を更に強化する．

実施体制 センターハブ

ハブ

スポーク
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医学系研究科
附属病院 ARIM HQ

加⼯部⾨

In vivo イメー
ジング実験施設

解析部⾨

加⼯部⾨
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ:	426	m2

合成部⾨
In vitro/Intra vital 
イメージング施設
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ:	100	m2

合成部⾨

附属病院

加⼯部⾨
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ:	200	m2



マテリアル先端リサーチインフラ事業学内説明会 2026/05/13 6

物質・材料合成プロセス分野   M O L E C U L E  &  M A T E R I A L  S Y N T H E S I S

登 録 装 置 一 覧

計測・分析分野   A D V A N C E D  C H A R A C T E R I Z A T I O N加工・デバイスプロセス分野   N A N O F A B R I C A T I O N  &  D E V I C E  P R O C E S S

NU-018
MALDI TOF MS autoflex max ［Bruker社］
MALDI TOF型質量分析装置

高分子やタンパク質の質量を測定できる。高
分解能と高質量精度を実現し高速測定によ
り、多検体を効率的に解析可能。

NU-021
N-SIM+N-STORM+A1R+A1RMP+JASM-6200 ClairScope ［㈱ニコン・日本電子㈱］
ナノバイオ分子合成・超解像解析評価システム

超解像顕微鏡・高速多光子共焦点レーザー顕微鏡と、大
気圧走査電子顕微鏡を組み合わせた超解像顕微鏡イメー
ジングシステム。細胞や組織の微細構造を観察できる。

NU-023
MR VivoLVA®アカデミックモデル1506 ［DSファーマプロモ㈱］
実験小動物用MRIシステム

実験動物用MRI。高分解能な画像取得。ソフ
トウェアにより、詳細な解析が可能。

NU-024
BD LSRFortessaTM X-20 ［BD Biosciences社］
フローサイトメーター

多色フローサイトメーター。高感度検出器によ
り微弱な蛍光も検出し、高速測定により大量
の細胞を解析できる。

NU-025
IVIS Spectrum CT ［Perkin Elmer社］
X線CT・蛍光ダブルモーダルin vivoイメージングシステム

生体発光・蛍光イメージングとCTを融合し、生
体内での分子動態を3Dで可視化できる。

NU-026 AX/AXR＋PMA Hybrid Series ［㈱ニコン］

光検出磁気共鳴活性(ODMR)と
蛍光寿命測定可能な高速多光子共焦点レーザ顕微鏡

高速多光子共焦点レーザー顕微鏡で、光検出
磁気共鳴活性（ODMR）と蛍光寿命を測定で
きる。

NU-027
nanoElute2  +  timsTOF Pro2 ［Bruker社］
4D-プロテオミクス解析装置

超高感度LC-MS。タンパク質やペプチドの微量分析
（定性・定量・翻訳後修飾解析）が可能。培養細胞か
ら7000種以上のタンパク情報を一斉に取得可能。

NU-205
HSR-522 ［㈱島津製作所］
3元マグネトロンスパッタ装置

3つの4inchターゲットを備えており、金属お
よびSiN、SiO₂などの誘電体材料の薄膜や多
層膜の作成が可能。

NU-206
JBX6300FS ［日本電子㈱］
電子線露光装置

100kVの電子線によりナノメートルサイズの
パターンを描画できる。小片から4inchφまで
様々な試料への露光が可能。

NU-207
ESCALab250  ［VG Scientific社］
X線光電子分光装置

表面分析のほか、Arイオンスパッタによる深
さ方向分析も可能。測定条件よって1日に5水
準程度の試料を測定可能。

NU-209
RIE-800 ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置一式

本装置は放電形式に誘導結合方式を採用。高
速ボッシュプロセスに対応するためプラズマ
発生源と反応器構造を有する。

NU-211
UFL-Hybrid ［輝創㈱］
フェムト秒レーザー加工分析システム

超短パルスファイバーレーザーを用いた非熱
加工、２光子吸収加工、および時間分解分析
が可能。

NU-213
― ［Lab made］
8元マグネトロンスパッタ装置

8つの2inchターゲットを備えた超高真空仕様
で、トンネル磁気抵抗効果膜やスピンバルブ
膜など複雑な積層膜を作製できる。

NU-231
DL-1000 ［㈱ナノシステムソリューションズ］
マスクレス露光装置

描画用にDigital Micromirror Device（DMD）
を用いており、CADデータにした任意の形状を
パターニングできる。

NU-234
RIE-200iPN ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置

誘導結合方式高密度プラズマエッチング装
置。化合物材料を高精度にドライエッチングし
微細加工できる。

NU-264
NX20 ［Park Systems社］
原子間力顕微鏡

薄膜表面形状、弾性マッピング、電気・磁気構
造を測定できる。電流像の観測、プローブ位置
を制御した微細加工など、幅広い利用が可能。

NU-266
SmartLab 9kW ［㈱リガク］
全自動X線回折装置

薄膜の結晶構造、膜面に対する結晶の方位、
単結晶基板上の薄膜のエピタキシャル関係解
析などの測定に利用できる。

NU-267
RIE-10NR ［サムコ㈱］
RIEエッチング装置

並行平板型反応性イオンエッチング装置でシ
リコン酸化膜等各種材料を高精度にドライ
エッチングすることができる。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］
反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム

厚い試料の3次元立体観察、ガス環境下での
観察、元素分析と構造解析が同時に可能。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］

反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム
／画面共有システム

3台のTV画像およびBFとDFのSTEM像な
どを遠隔地でも画像を共有しながら観察が
可能。

NU-102
JEM-ARM200F Cold ［日本電子㈱］

高分解能電子状態計測走査透過型
電子顕微鏡システム

世界最高のSTEM-HAADF像分解能78pmを有する
原子分解能分析電子顕微鏡で、EDSもしくはEELS
と兼用すると原子レベルでの元素分析が可能。

NU-103
JEM-2100F/HK ［日本電子㈱］
高分解能透過型電子顕微鏡システム

直接倍率としてはTEM機能で150万倍の高
分解能観察が可能。元素マッピング機能も付
属する。

NU-104
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
直行配置型高速加工観察分析装置

試料の表面をFIBで少しずつ削りながら撮像
し、その像を重ね合わせることで三次元情報
を得る。

NU-105
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
バイオ／無機材料用高速FIB-SEMシステム

バイオと無機材料に特化したFIB-SEM EDS
で試料表面の元素分析可能。

NU-106
Model1040 ［㈱ニューメタルズエンドケミカルスコーポレーション］
FIB後処理用イオンミリング装置 ナノミル

集束イオンビーム（FIB）加工後の処理に使
用。ダメージ層の除去に最適な装置。

NU-106
IB-09020CP ［日本電子㈱］
クロスセクションポリッシャー

イオン照射を受けエッチングされる領域と、
遮蔽板で遮断される領域の境界に沿って断面
を形成させる試料作製装置。

NU-106
PIPS™Ⅱ［Gatan, Inc.］
精密イオンポリシングシステム

精密なセンタリング、制御、再現性を実現す
る高精度イオン研磨システム。

NU-106
Leica EM UC7 ［ライカマイクロシステムズ㈱］

常温・凍結切片作製用
ウルトラミクロトーム

高精度な顕微鏡の試料に欠かせない高品質
な超薄切片の作製、高い面精度の断面作製
に使用する。

超高速オープン
フローサイトメーターの開発

1µLの微小量血液からT/B細胞を高精度に分離計
測できるマイクロ流路デバイスをもとに超高速オー
プンフローサイトメーター（細胞測定装置）を開発
した。血球の細胞変形能に基づいて選別するために
3µm～15µm隙間を微細加工により多段階的に配
置した（図1）。この隙間において、T細胞とB細胞は目
詰まりや凝集することなく個々に分離できる（図2）。

光パルスによりスピン流を完全制御する
磁性メタマテリアルの開発

電子線露光、アルゴンイオンエッチング、酸素アッ
シングでナノスケール微細加工したCo/Pt多層膜
のAFM像。

トポロジカルフォノニック導波路の作製

トポロジカル（位相幾何学的）に保護を持つ境界
構造（紫部分）により弾性波の高効率な伝搬を実
現した。

塩ストレス下における
イネ葉の葉緑体の三次元構造解析
■ 近畿大学×名古屋大学

FIB-SEMを用い、植物が塩ストレスを受けた際
の葉緑体の構造変化を電子顕微鏡で立体的に示
した初めての例であり、塩ストレスに伴う構造変
化の詳細を明らかにした。

超高圧電子顕微鏡で撮影した
半導体材料であるシリコン結晶の高分解能像

■ A社

隣り合ったシリコン原子同士は、0.135nm
（1nm：1mmの1,000,000分の1）という距離
で近接し、黒い点がシリコン原子を反映し、白く
見える部分は原子と原子の間の穴。

窒素ガス雰囲気下での
金単結晶の高分解能像
■ B社

11,000Pa(約0.1気圧)の窒素ガス雰囲気下、金
の0.2nm（1nmは1mmの100万分の1）の面間
隔の格子縞

■ 名古屋大学

低毒性な近赤外蛍光量子ドットにより、3次元近赤外蛍光イ
メージングと生体深部観察を実現。

クモ糸タンパク質の高感度分析技術

■ 慶應義塾大学×名古屋大学

右図はジョロウグモ3匹の糸２種
（MA silk と MI silk）のトータル
イオンクロマトグラム

■各ステップの条件を最適化したクモ糸解析フローを構築
■微量なクモ糸（10 µg～）からクモ糸タンパク質の解析を実現

Step1:  クモ糸の完全溶解
 2段階処理でクモ糸を100％溶解
Step2:  クモ糸用の前処理
Step3:  プロテオーム解析

Jorogumo A

Jorogumo B

Jorogumo C

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

利 用 事 例

図1　T/B細胞分離計測マ
イクロ流路デバイスの概
略図

図2　マイクロ流路デバイス上に
トラップされたT細胞（緑色）、
B細胞（黄色）の蛍光顕微鏡像

生体内の3次元近赤外蛍光イメージング技術

■ 名古屋大学

細胞に導入した蛍光ナノダイヤモンドの共鳴周波数計測によ
り、細胞内の温度計測を実現

細胞内温度計測技術

NU-107
JIB-PS500i FIB-SEM ［日本電子㈱］
微細構造解析3Dシステム

FIBで試料を切削しながらSEMで観察可能。
EDSで試料表面の元素分析可能。冷却ホル
ダー搭載。

NU-108
GeminiSEM560 ［Carl Zeiss AG社］
微細構造解析3Dシステム

表面感度が高く、ゆがみのない、高分解能イ
メージングが得られる。1kV以下でもイメー
ジングが行える。

NU-013
Zetasizer Nano ZS ［Malvern社］
動的光散乱（ゼータサイザー）

粒子径を動的光散乱法で、ゼータ電位をレー
ザードップラー法で、分子量を静的光散乱法
で測定できる。

その他の装置や詳細情報はこちら

利 用 事 例 利 用 事 例

NU-232
AD-100LE ［サムコ㈱］
原子層堆積装置

反応室に有機金属原料と酸化剤を交互に供給し、
表面反応のみを利用して成膜を行う装置。Al₂O₃、
SiO₂、AlOxNy、SiOxNyの成膜が可能。
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NU-018
MALDI TOF MS autoflex max ［Bruker社］
MALDI TOF型質量分析装置

高分子やタンパク質の質量を測定できる。高
分解能と高質量精度を実現し高速測定によ
り、多検体を効率的に解析可能。

NU-021
N-SIM+N-STORM+A1R+A1RMP+JASM-6200 ClairScope ［㈱ニコン・日本電子㈱］
ナノバイオ分子合成・超解像解析評価システム

超解像顕微鏡・高速多光子共焦点レーザー顕微鏡と、大
気圧走査電子顕微鏡を組み合わせた超解像顕微鏡イメー
ジングシステム。細胞や組織の微細構造を観察できる。

NU-023
MR VivoLVA®アカデミックモデル1506 ［DSファーマプロモ㈱］
実験小動物用MRIシステム

実験動物用MRI。高分解能な画像取得。ソフ
トウェアにより、詳細な解析が可能。

NU-024
BD LSRFortessaTM X-20 ［BD Biosciences社］
フローサイトメーター

多色フローサイトメーター。高感度検出器によ
り微弱な蛍光も検出し、高速測定により大量
の細胞を解析できる。

NU-025
IVIS Spectrum CT ［Perkin Elmer社］
X線CT・蛍光ダブルモーダルin vivoイメージングシステム

生体発光・蛍光イメージングとCTを融合し、生
体内での分子動態を3Dで可視化できる。

NU-026 AX/AXR＋PMA Hybrid Series ［㈱ニコン］

光検出磁気共鳴活性(ODMR)と
蛍光寿命測定可能な高速多光子共焦点レーザ顕微鏡

高速多光子共焦点レーザー顕微鏡で、光検出
磁気共鳴活性（ODMR）と蛍光寿命を測定で
きる。

NU-027
nanoElute2  +  timsTOF Pro2 ［Bruker社］
4D-プロテオミクス解析装置

超高感度LC-MS。タンパク質やペプチドの微量分析
（定性・定量・翻訳後修飾解析）が可能。培養細胞か
ら7000種以上のタンパク情報を一斉に取得可能。

NU-205
HSR-522 ［㈱島津製作所］
3元マグネトロンスパッタ装置

3つの4inchターゲットを備えており、金属お
よびSiN、SiO₂などの誘電体材料の薄膜や多
層膜の作成が可能。

NU-206
JBX6300FS ［日本電子㈱］
電子線露光装置

100kVの電子線によりナノメートルサイズの
パターンを描画できる。小片から4inchφまで
様々な試料への露光が可能。

NU-207
ESCALab250  ［VG Scientific社］
X線光電子分光装置

表面分析のほか、Arイオンスパッタによる深
さ方向分析も可能。測定条件よって1日に5水
準程度の試料を測定可能。

NU-209
RIE-800 ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置一式

本装置は放電形式に誘導結合方式を採用。高
速ボッシュプロセスに対応するためプラズマ
発生源と反応器構造を有する。

NU-211
UFL-Hybrid ［輝創㈱］
フェムト秒レーザー加工分析システム

超短パルスファイバーレーザーを用いた非熱
加工、２光子吸収加工、および時間分解分析
が可能。

NU-213
― ［Lab made］
8元マグネトロンスパッタ装置

8つの2inchターゲットを備えた超高真空仕様
で、トンネル磁気抵抗効果膜やスピンバルブ
膜など複雑な積層膜を作製できる。

NU-231
DL-1000 ［㈱ナノシステムソリューションズ］
マスクレス露光装置

描画用にDigital Micromirror Device（DMD）
を用いており、CADデータにした任意の形状を
パターニングできる。

NU-234
RIE-200iPN ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置

誘導結合方式高密度プラズマエッチング装
置。化合物材料を高精度にドライエッチングし
微細加工できる。

NU-264
NX20 ［Park Systems社］
原子間力顕微鏡

薄膜表面形状、弾性マッピング、電気・磁気構
造を測定できる。電流像の観測、プローブ位置
を制御した微細加工など、幅広い利用が可能。

NU-266
SmartLab 9kW ［㈱リガク］
全自動X線回折装置

薄膜の結晶構造、膜面に対する結晶の方位、
単結晶基板上の薄膜のエピタキシャル関係解
析などの測定に利用できる。

NU-267
RIE-10NR ［サムコ㈱］
RIEエッチング装置

並行平板型反応性イオンエッチング装置でシ
リコン酸化膜等各種材料を高精度にドライ
エッチングすることができる。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］
反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム

厚い試料の3次元立体観察、ガス環境下での
観察、元素分析と構造解析が同時に可能。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］

反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム
／画面共有システム

3台のTV画像およびBFとDFのSTEM像な
どを遠隔地でも画像を共有しながら観察が
可能。

NU-102
JEM-ARM200F Cold ［日本電子㈱］

高分解能電子状態計測走査透過型
電子顕微鏡システム

世界最高のSTEM-HAADF像分解能78pmを有する
原子分解能分析電子顕微鏡で、EDSもしくはEELS
と兼用すると原子レベルでの元素分析が可能。

NU-103
JEM-2100F/HK ［日本電子㈱］
高分解能透過型電子顕微鏡システム

直接倍率としてはTEM機能で150万倍の高
分解能観察が可能。元素マッピング機能も付
属する。

NU-104
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
直行配置型高速加工観察分析装置

試料の表面をFIBで少しずつ削りながら撮像
し、その像を重ね合わせることで三次元情報
を得る。

NU-105
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
バイオ／無機材料用高速FIB-SEMシステム

バイオと無機材料に特化したFIB-SEM EDS
で試料表面の元素分析可能。

NU-106
Model1040 ［㈱ニューメタルズエンドケミカルスコーポレーション］
FIB後処理用イオンミリング装置 ナノミル

集束イオンビーム（FIB）加工後の処理に使
用。ダメージ層の除去に最適な装置。

NU-106
IB-09020CP ［日本電子㈱］
クロスセクションポリッシャー

イオン照射を受けエッチングされる領域と、
遮蔽板で遮断される領域の境界に沿って断面
を形成させる試料作製装置。

NU-106
PIPS™Ⅱ［Gatan, Inc.］
精密イオンポリシングシステム

精密なセンタリング、制御、再現性を実現す
る高精度イオン研磨システム。

NU-106
Leica EM UC7 ［ライカマイクロシステムズ㈱］

常温・凍結切片作製用
ウルトラミクロトーム

高精度な顕微鏡の試料に欠かせない高品質
な超薄切片の作製、高い面精度の断面作製
に使用する。

超高速オープン
フローサイトメーターの開発

1µLの微小量血液からT/B細胞を高精度に分離計
測できるマイクロ流路デバイスをもとに超高速オー
プンフローサイトメーター（細胞測定装置）を開発
した。血球の細胞変形能に基づいて選別するために
3µm～15µm隙間を微細加工により多段階的に配
置した（図1）。この隙間において、T細胞とB細胞は目
詰まりや凝集することなく個々に分離できる（図2）。

光パルスによりスピン流を完全制御する
磁性メタマテリアルの開発

電子線露光、アルゴンイオンエッチング、酸素アッ
シングでナノスケール微細加工したCo/Pt多層膜
のAFM像。

トポロジカルフォノニック導波路の作製

トポロジカル（位相幾何学的）に保護を持つ境界
構造（紫部分）により弾性波の高効率な伝搬を実
現した。

塩ストレス下における
イネ葉の葉緑体の三次元構造解析
■ 近畿大学×名古屋大学

FIB-SEMを用い、植物が塩ストレスを受けた際
の葉緑体の構造変化を電子顕微鏡で立体的に示
した初めての例であり、塩ストレスに伴う構造変
化の詳細を明らかにした。

超高圧電子顕微鏡で撮影した
半導体材料であるシリコン結晶の高分解能像

■ A社

隣り合ったシリコン原子同士は、0.135nm
（1nm：1mmの1,000,000分の1）という距離
で近接し、黒い点がシリコン原子を反映し、白く
見える部分は原子と原子の間の穴。

窒素ガス雰囲気下での
金単結晶の高分解能像
■ B社

11,000Pa(約0.1気圧)の窒素ガス雰囲気下、金
の0.2nm（1nmは1mmの100万分の1）の面間
隔の格子縞

■ 名古屋大学

低毒性な近赤外蛍光量子ドットにより、3次元近赤外蛍光イ
メージングと生体深部観察を実現。

クモ糸タンパク質の高感度分析技術

■ 慶應義塾大学×名古屋大学

右図はジョロウグモ3匹の糸２種
（MA silk と MI silk）のトータル
イオンクロマトグラム

■各ステップの条件を最適化したクモ糸解析フローを構築
■微量なクモ糸（10 µg～）からクモ糸タンパク質の解析を実現

Step1:  クモ糸の完全溶解
 2段階処理でクモ糸を100％溶解
Step2:  クモ糸用の前処理
Step3:  プロテオーム解析

Jorogumo A

Jorogumo B

Jorogumo C

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

利 用 事 例

図1　T/B細胞分離計測マ
イクロ流路デバイスの概
略図

図2　マイクロ流路デバイス上に
トラップされたT細胞（緑色）、
B細胞（黄色）の蛍光顕微鏡像

生体内の3次元近赤外蛍光イメージング技術

■ 名古屋大学

細胞に導入した蛍光ナノダイヤモンドの共鳴周波数計測によ
り、細胞内の温度計測を実現

細胞内温度計測技術

NU-107
JIB-PS500i FIB-SEM ［日本電子㈱］
微細構造解析3Dシステム

FIBで試料を切削しながらSEMで観察可能。
EDSで試料表面の元素分析可能。冷却ホル
ダー搭載。

NU-108
GeminiSEM560 ［Carl Zeiss AG社］
微細構造解析3Dシステム

表面感度が高く、ゆがみのない、高分解能イ
メージングが得られる。1kV以下でもイメー
ジングが行える。

NU-013
Zetasizer Nano ZS ［Malvern社］
動的光散乱（ゼータサイザー）

粒子径を動的光散乱法で、ゼータ電位をレー
ザードップラー法で、分子量を静的光散乱法
で測定できる。

その他の装置や詳細情報はこちら

利 用 事 例 利 用 事 例

NU-232
AD-100LE ［サムコ㈱］
原子層堆積装置

反応室に有機金属原料と酸化剤を交互に供給し、
表面反応のみを利用して成膜を行う装置。Al₂O₃、
SiO₂、AlOxNy、SiOxNyの成膜が可能。
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NU-018
MALDI TOF MS autoflex max ［Bruker社］
MALDI TOF型質量分析装置

高分子やタンパク質の質量を測定できる。高
分解能と高質量精度を実現し高速測定によ
り、多検体を効率的に解析可能。

NU-021
N-SIM+N-STORM+A1R+A1RMP+JASM-6200 ClairScope ［㈱ニコン・日本電子㈱］
ナノバイオ分子合成・超解像解析評価システム

超解像顕微鏡・高速多光子共焦点レーザー顕微鏡と、大
気圧走査電子顕微鏡を組み合わせた超解像顕微鏡イメー
ジングシステム。細胞や組織の微細構造を観察できる。

NU-023
MR VivoLVA®アカデミックモデル1506 ［DSファーマプロモ㈱］
実験小動物用MRIシステム

実験動物用MRI。高分解能な画像取得。ソフ
トウェアにより、詳細な解析が可能。

NU-024
BD LSRFortessaTM X-20 ［BD Biosciences社］
フローサイトメーター

多色フローサイトメーター。高感度検出器によ
り微弱な蛍光も検出し、高速測定により大量
の細胞を解析できる。

NU-025
IVIS Spectrum CT ［Perkin Elmer社］
X線CT・蛍光ダブルモーダルin vivoイメージングシステム

生体発光・蛍光イメージングとCTを融合し、生
体内での分子動態を3Dで可視化できる。

NU-026 AX/AXR＋PMA Hybrid Series ［㈱ニコン］

光検出磁気共鳴活性(ODMR)と
蛍光寿命測定可能な高速多光子共焦点レーザ顕微鏡

高速多光子共焦点レーザー顕微鏡で、光検出
磁気共鳴活性（ODMR）と蛍光寿命を測定で
きる。

NU-027
nanoElute2  +  timsTOF Pro2 ［Bruker社］
4D-プロテオミクス解析装置

超高感度LC-MS。タンパク質やペプチドの微量分析
（定性・定量・翻訳後修飾解析）が可能。培養細胞か
ら7000種以上のタンパク情報を一斉に取得可能。

NU-205
HSR-522 ［㈱島津製作所］
3元マグネトロンスパッタ装置

3つの4inchターゲットを備えており、金属お
よびSiN、SiO₂などの誘電体材料の薄膜や多
層膜の作成が可能。

NU-206
JBX6300FS ［日本電子㈱］
電子線露光装置

100kVの電子線によりナノメートルサイズの
パターンを描画できる。小片から4inchφまで
様々な試料への露光が可能。

NU-207
ESCALab250  ［VG Scientific社］
X線光電子分光装置

表面分析のほか、Arイオンスパッタによる深
さ方向分析も可能。測定条件よって1日に5水
準程度の試料を測定可能。

NU-209
RIE-800 ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置一式

本装置は放電形式に誘導結合方式を採用。高
速ボッシュプロセスに対応するためプラズマ
発生源と反応器構造を有する。

NU-211
UFL-Hybrid ［輝創㈱］
フェムト秒レーザー加工分析システム

超短パルスファイバーレーザーを用いた非熱
加工、２光子吸収加工、および時間分解分析
が可能。

NU-213
― ［Lab made］
8元マグネトロンスパッタ装置

8つの2inchターゲットを備えた超高真空仕様
で、トンネル磁気抵抗効果膜やスピンバルブ
膜など複雑な積層膜を作製できる。

NU-231
DL-1000 ［㈱ナノシステムソリューションズ］
マスクレス露光装置

描画用にDigital Micromirror Device（DMD）
を用いており、CADデータにした任意の形状を
パターニングできる。

NU-234
RIE-200iPN ［サムコ㈱］
ICPエッチング装置

誘導結合方式高密度プラズマエッチング装
置。化合物材料を高精度にドライエッチングし
微細加工できる。

NU-264
NX20 ［Park Systems社］
原子間力顕微鏡

薄膜表面形状、弾性マッピング、電気・磁気構
造を測定できる。電流像の観測、プローブ位置
を制御した微細加工など、幅広い利用が可能。

NU-266
SmartLab 9kW ［㈱リガク］
全自動X線回折装置

薄膜の結晶構造、膜面に対する結晶の方位、
単結晶基板上の薄膜のエピタキシャル関係解
析などの測定に利用できる。

NU-267
RIE-10NR ［サムコ㈱］
RIEエッチング装置

並行平板型反応性イオンエッチング装置でシ
リコン酸化膜等各種材料を高精度にドライ
エッチングすることができる。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］
反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム

厚い試料の3次元立体観察、ガス環境下での
観察、元素分析と構造解析が同時に可能。

NU-101
JEM-1000K RS ［日本電子㈱］

反応科学超高圧走査透過電子顕微鏡システム
／画面共有システム

3台のTV画像およびBFとDFのSTEM像な
どを遠隔地でも画像を共有しながら観察が
可能。

NU-102
JEM-ARM200F Cold ［日本電子㈱］

高分解能電子状態計測走査透過型
電子顕微鏡システム

世界最高のSTEM-HAADF像分解能78pmを有する
原子分解能分析電子顕微鏡で、EDSもしくはEELS
と兼用すると原子レベルでの元素分析が可能。

NU-103
JEM-2100F/HK ［日本電子㈱］
高分解能透過型電子顕微鏡システム

直接倍率としてはTEM機能で150万倍の高
分解能観察が可能。元素マッピング機能も付
属する。

NU-104
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
直行配置型高速加工観察分析装置

試料の表面をFIBで少しずつ削りながら撮像
し、その像を重ね合わせることで三次元情報
を得る。

NU-105
MI4000L ［㈱日立ハイテク］
バイオ／無機材料用高速FIB-SEMシステム

バイオと無機材料に特化したFIB-SEM EDS
で試料表面の元素分析可能。

NU-106
Model1040 ［㈱ニューメタルズエンドケミカルスコーポレーション］
FIB後処理用イオンミリング装置 ナノミル

集束イオンビーム（FIB）加工後の処理に使
用。ダメージ層の除去に最適な装置。

NU-106
IB-09020CP ［日本電子㈱］
クロスセクションポリッシャー

イオン照射を受けエッチングされる領域と、
遮蔽板で遮断される領域の境界に沿って断面
を形成させる試料作製装置。

NU-106
PIPS™Ⅱ［Gatan, Inc.］
精密イオンポリシングシステム

精密なセンタリング、制御、再現性を実現す
る高精度イオン研磨システム。

NU-106
Leica EM UC7 ［ライカマイクロシステムズ㈱］

常温・凍結切片作製用
ウルトラミクロトーム

高精度な顕微鏡の試料に欠かせない高品質
な超薄切片の作製、高い面精度の断面作製
に使用する。

超高速オープン
フローサイトメーターの開発

1µLの微小量血液からT/B細胞を高精度に分離計
測できるマイクロ流路デバイスをもとに超高速オー
プンフローサイトメーター（細胞測定装置）を開発
した。血球の細胞変形能に基づいて選別するために
3µm～15µm隙間を微細加工により多段階的に配
置した（図1）。この隙間において、T細胞とB細胞は目
詰まりや凝集することなく個々に分離できる（図2）。

光パルスによりスピン流を完全制御する
磁性メタマテリアルの開発

電子線露光、アルゴンイオンエッチング、酸素アッ
シングでナノスケール微細加工したCo/Pt多層膜
のAFM像。

トポロジカルフォノニック導波路の作製

トポロジカル（位相幾何学的）に保護を持つ境界
構造（紫部分）により弾性波の高効率な伝搬を実
現した。

塩ストレス下における
イネ葉の葉緑体の三次元構造解析
■ 近畿大学×名古屋大学

FIB-SEMを用い、植物が塩ストレスを受けた際
の葉緑体の構造変化を電子顕微鏡で立体的に示
した初めての例であり、塩ストレスに伴う構造変
化の詳細を明らかにした。

超高圧電子顕微鏡で撮影した
半導体材料であるシリコン結晶の高分解能像

■ A社

隣り合ったシリコン原子同士は、0.135nm
（1nm：1mmの1,000,000分の1）という距離
で近接し、黒い点がシリコン原子を反映し、白く
見える部分は原子と原子の間の穴。

窒素ガス雰囲気下での
金単結晶の高分解能像
■ B社

11,000Pa(約0.1気圧)の窒素ガス雰囲気下、金
の0.2nm（1nmは1mmの100万分の1）の面間
隔の格子縞

■ 名古屋大学

低毒性な近赤外蛍光量子ドットにより、3次元近赤外蛍光イ
メージングと生体深部観察を実現。

クモ糸タンパク質の高感度分析技術

■ 慶應義塾大学×名古屋大学

右図はジョロウグモ3匹の糸２種
（MA silk と MI silk）のトータル
イオンクロマトグラム

■各ステップの条件を最適化したクモ糸解析フローを構築
■微量なクモ糸（10 µg～）からクモ糸タンパク質の解析を実現

Step1:  クモ糸の完全溶解
 2段階処理でクモ糸を100％溶解
Step2:  クモ糸用の前処理
Step3:  プロテオーム解析

Jorogumo A

Jorogumo B

Jorogumo C

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

MA silk

MI silk

利 用 事 例

図1　T/B細胞分離計測マ
イクロ流路デバイスの概
略図

図2　マイクロ流路デバイス上に
トラップされたT細胞（緑色）、
B細胞（黄色）の蛍光顕微鏡像

生体内の3次元近赤外蛍光イメージング技術

■ 名古屋大学

細胞に導入した蛍光ナノダイヤモンドの共鳴周波数計測によ
り、細胞内の温度計測を実現

細胞内温度計測技術

NU-107
JIB-PS500i FIB-SEM ［日本電子㈱］
微細構造解析3Dシステム

FIBで試料を切削しながらSEMで観察可能。
EDSで試料表面の元素分析可能。冷却ホル
ダー搭載。

NU-108
GeminiSEM560 ［Carl Zeiss AG社］
微細構造解析3Dシステム

表面感度が高く、ゆがみのない、高分解能イ
メージングが得られる。1kV以下でもイメー
ジングが行える。

NU-013
Zetasizer Nano ZS ［Malvern社］
動的光散乱（ゼータサイザー）

粒子径を動的光散乱法で、ゼータ電位をレー
ザードップラー法で、分子量を静的光散乱法
で測定できる。

その他の装置や詳細情報はこちら

利 用 事 例 利 用 事 例

NU-232
AD-100LE ［サムコ㈱］
原子層堆積装置

反応室に有機金属原料と酸化剤を交互に供給し、
表面反応のみを利用して成膜を行う装置。Al₂O₃、
SiO₂、AlOxNy、SiOxNyの成膜が可能。
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© Copyright 名古屋大学 次世代バイオマテリアル・拠点. All rights reserved.

技術相談
設備利用を前提に、利用者の技術的課題に
対してコンサルティングを行います。

機器利用
利用者自身が操作マニュアルを把握し実験
を行います。

技術補助
スタッフが機器利用に先立ち、オペレーシ
ョントレーニングを行います。

共同研究
スタッフとの共同研究を通して機器を利用
します。

技術代行
スタッフが利用者の代わりに機器を操作
し、データを取得します。

データ利用
本事業で収集しているデータをご利用でき
ます。（2025年9月30日開始）
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データ登録：実施機関（データ登録約款）
生データ（装置依存）→ 構造化データ（機械可読化）

データ利用：センターハブ（データ利用約款）

ἙὊἑ構造化ἉἋἘἲỉ概要

2

先端ỶὅἧἻ装置

ἙὊἑ構造化ỴἩἼ

ἙὊἑ中核拠点ἰἘἼỴἽ先端ἼἇὊἓỶὅἧἻ事業

公᧏Ὁ共用構造化ẲẺἙὊἑử
蓄積

� ἙὊἑ構造化ỊύỂẨỦᨂụẐ人ầ介ẰẵẑỆ実行ỂẨỦ環境ử整備ώ

ἙὊἑἧỳỶἽ

Ẹỉ一部
ί論文化ễỄ公知化ὸ

IoTἍỿἷἼἘỵ
ἙἢỶἋ

Web画᩿

• 自動化᪮目ᾉ 装置ἳἑἙὊἑύ数値化ύ可視化 ḷ 自動翻訳἖ὊἽ ίpythonὸ

• 手入力᪮目ᾉ ἸὊἈὊ入力ỆợỦ試料ἳἑἙὊἑ等 ḷ ἘὅἩἾὊἚ ίWEB入力, HTMLὸ

ἙὊἑ構造化ỉ作業ửỂẨỦᨂụ自動化Ὁ省人化ẴỦ

⇭∞⇥構造化↝中身↞二本立↕
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登録データは原則2年間は非共用．
広域シェア：利用申請のあった利用者にデータ閲覧，派生データ（技術的に復元

困難な加工が施されたデータ）の利用が可能

ἙὊἑσဇỉ්ủ

11

ඉڠ༽

˖υʖνΝखಚͪ͢ڂݜοʖϞ
಼Ͷถͣͱཤ༽ʤˠʥ

˖ଠ͹ڂݜοʖϞ͖Δͺɼυʖ
νιρφ͹ଚࡑͺ͓ݡ͵͏

ˠυʖνΝखಚͪ͢ڂݜοʖϞ
͗ট೟ͪ͢ଠ͹ڂݜοʖϞͶ
ͤ༼ڠͱυʖνιρφΝͮݸ
Ζ͞ͳͺՆ೵

˖ඉޛؔغ༙ڠͺ಼ۂࣆ΃ڠ༽

υʖνཤ༽ंͲ͍Ηͻ಼ۂࣆ˖
ԀལΏ͗ࡩݗՆ೵ɽ

˖υʖν఑ڛͺɼݬଉɼ༙ঊ

༼ڠ಼ۂࣆ
ʤ߁ҮεΥΠʥ υʖν஦֫ڠ఼ڎ

༽

υʖνΝखಚͪ͢
οʖϞڂݜ

कͳ͵Ζυʖν͹࿨
ช౵Ͳ͹ޮஎԿ͵ʹΦϱώʖβޛ

୉2೧࠹
ʤˠ�ʥ

˖υʖν஦఼֫ڎʤNIMS)͹Πέ
ιηݘΝ࣍ͯंͲཤ༽Ն

• ARIMंۂࣆ
• ARIMυʖνཤ༽ं͹ΠΩ

ΤϱφΝ΍ͯं

Πέιηݘ Πέιηݘ

• υʖν஦఼֫ڎΠΩΤ
ϱφΝ࣍ͯंʤˠ̐ʥ

Πέιηݘ

ʤˠ̐ʥARIM͹υʖνཤ༽ंͳಋ͚ͣɼࠅ
಼͹ָׯࢊ͹͗ؖؽฯৄͤΖʤ֐ҟ๑͹و੏
ଲে֐͹ʥंڂݜʀٗढ़ं

ARIMۂࣆ

ʤˠ̏ʥυʖνౌ࿧ं͗ࢨఈͤΖ՟ୌཤ༽֋࢟ೖ͖Δυʖνౌ࿧श྅
ͳ͵Ζ೧ౕ͹೧ౕ຦͹ཎೖʤ4݆�ೖʥ͖Δً͢ࢋͱ࠹୉̐೧ΉͲ͹ؔ
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文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）
名古屋大学 次世代バイオマテリアル拠点
〒464-8603 名古屋市千種区不老町 NIC704
TEL 052-789-3114
E-mail support@arim.nagoya-u.ac.jp
https://arim.mirai.nagoya-u.ac.jp

EQU I PMEN T
GU I D A NCE
名古屋大学  次世代バイオマテリアル拠点
文部科学省  マテリアル先端リサーチインフラ (ARIM)

登録装置一覧

バイオマテリアルは、持続可能で一人一人の多様な幸せが実現できる社会を構築するために必要不可欠な最先端基
盤材料の一つであり、その研究開発はホワイトバイオからレッドバイオまで非常に幅広い分野において加速していま
す。次世代バイオマテリアル領域は、ハブ・スポーク機関が有する合成、加工、構造解析の世界有数の先端共用設備
群に加えて、生体適合性検証支援のためにin vivo実験環境の実現、高品質データ創出・収集・蓄積・構造化、データ
利活用環境の構築を図ることで、データ駆動型のバイオマテリアル研究開発に貢献します。

３つの技術分野で総合支援

計測・分析分野

材料から生物試料までの
微細構造解析にアドバイス

お問い合わせ

文部科学省  マテリアル先端リサーチインフラ (ARIM)
名古屋大学 次世代バイオマテリアル拠点
〒464-8603  名古屋市千種区不老町 NIC704

https://arim.mirai.nagoya-u.ac.jp/E-mail  support@arim.mirai.nagoya-u.ac.jp

日本の研究開発を支えるのは計測・分析の技術と機器であり、世界
最先端の独自の研究データは、計測分析技術・機器から生まれま
す。データの解析や実験の進め方などについては、専属の担当教員
がコンサルティングを行います。

加工・デバイスプロセス分野

次世代を担う新規ナノ材料から
ナノデバイスの研究開発を総合支援
最先端の装置群とノウハウにより半導体材料をはじめとする各種材
料に対し薄膜形成やマイクロ・ナノレベルの微細加工、表面分析や構
造解析が可能です。次世代を支えるナノ材料やナノデバイス作製の研
究開発を総合的に支援します。

物質・材料合成プロセス分野

基礎研究の積み重ねで
ブレークスルーを創出
新しい機能を持つ物質・材料の生成は、社会にイノベーションをもた
らします。その根底には、未知の可能性を探る基礎研究の積み重ね
があり、既存材料の品質向上と新物質創製の両アプローチからの取
り組みが重要です。

計測・分析分野
A D V A N C E D  C H A R A C T E R I Z A T I O N

加工・デバイスプロセス分野
N A N O F A B R I C A T I O N  &  D E V I C E  P R O C E S S

物質・材料合成プロセス分野
M O L E C U L E  &  M A T E R I A L  S Y N T H E S I S

A D V A N C E D  C H A R A C T E R I Z A T I O N

N A N O F A B R I C A T I O N  &  D E V I C E  P R O C E S S

M O L E C U L E  &  M A T E R I A L  S Y N T H E S I S

文部科学省「マテリアル先端リサーチインフラ」事業に

は、7つの重要技術領域が設定されています。名古屋大

学は、そのひとつの次世代バイオマテリアル領域のハブ

機関で、早稲田大学、北陸先端科学技術大学院大学、

公立千歳科学技術大学と連携しています。計測・分

析、加工・デバイスプロセス、物質・材料合成プロセス

の3つの技術分野を支援することで、次世代バイオマテ

リアルの開発と社会実装を目指します。

マテリアル先端リサーチインフラ（ARIM）では、全国の大学や研究機
関が保有する最先端の研究設備と高度な技術支援を提供しています。
さらに、設備利用で得られたマテリアルデータを産学官の研究者に活
用しやすい形で提供しています。

文部科学省 マテリアル先端リサーチインフラ
名古屋大学 次世代バイオマテリアル拠点

ARIM Japanとは
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TEL 052-789-3114
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